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東
京
都
練
馬
区
の
細
や
か
な
農
と
食
の
発
信

都
市
農
業
で
注
目
の
東
京
都
練
馬
区
。
23
区
の
な
か
で
い
ち
ば
ん

農
地
が
多
い
と
こ
ろ
だ
。
そ
の
こ
と
が
練
馬
区
の
ウ
リ
に
も
な
っ
て

い
て
、
区
と
し
て
も
積
極
的
な
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。

「
区
民
の
安
心
・
安
全
な
食
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
な
か
で
、

す
ぐ
近
く
で
採
れ
た
て
の
野
菜
を
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
の
は
関
心

が
高
い
。
区
と
し
て
も
農
家
さ
ん
を
応
援
す
る
こ
と
で
、
町
の
魅
力

に
繋
が
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
都
市
化
の
影

響
で
農
地
は
年
々
減
っ
て
き
て
い
る
。
危
機
感
が
あ
り
ま
す
。
ど
う

や
っ
て
維
持
・
保
全
が
で
き
る
か
を
考
え
て
い
ま
す
」
と
言
う
の
は
、

練
馬
区
都
市
農
業
課
。

練
馬
区
で
は
、
住
民
と
農
家
と
の
連
携
、
食
の
豊
か
さ
を
発
信
し
、

そ
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
が
実
に
細
や
か
に
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
ひ
と
つ
の
あ
ら
わ
れ
が
、
練
馬
の
農
業
を
紹
介
す
る
優
れ
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
だ
。

46
㌻
に
も
な
る
「
ね
り
ま
の
農
業
」
は
、
カ
ラ
ー
印
刷
の
見
ご
た

え
あ
る
内
容
。
日
英
対
応
と
な
っ
て
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
農
家
の
顔
写
真
入
り

の
紹
介
や
農
産
物
の
写
真
も
豊
富
で
、
一
般
の
人
が
購
入
や
体
験
の

金丸　弘美食環境ジャーナリスト／食総合プロデューサー

農と食
で
高 め

る農と食
で
高 め

る 地域の地域の

第11 回
都市農業を牽引する

東京都練馬区の農業体験農園
〜その２〜
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で
き
る
農
園
の
案
内
や
、
豊
か
な
農
産
物
が
身
近
に
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
す
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

練
馬
区
の
農
業
の
こ
と
。
練
馬
の
伝
統
野
菜
で
あ
る
練
馬
大
根
の

話
。
キ
ャ
ベ
ツ
は
23
区
内
で
最
も
作
付
面
積
が
多
く
、
生
産
量
は
都

内
で
最
も
多
い
こ
と
。
イ
チ
ゴ
、
柿
、
栗
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
の

直
売
所
で
の
購
入
や
摘
み
取
り
の
で
き
る
「
果
樹
あ
る
フ
ァ
ー
ム
」
の

紹
介
。

平
成
９
年
か
ら
始
ま
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
収

穫
体
験
イ
ベ
ン
ト
。
23
区
唯
一
の
小
泉
牧
場
で
の
酪
農
体
験
。

区
民
が
自
分
た
ち
で
野
菜
を
栽
培
で
き
る
区
民
農
園
（
休
息
施
設

の
な
い
農
園
22
農
園
、
総
区
画
数
１
６
７
９
区
画
、
１
区
画
15
平
方

㍍
、
使
用
料
月
４
０
０
円
。
休
息
施
設
の
あ
る
農
園
５
農
園
、
総
区

画
数
２
４
７
区
画
、
１
区
画
30
平
方
㍍
、
使
用
料
月
１
６
０
０
円
。

た
だ
し
、
障
害
者
優
先
区
画
は
１
区
画
20
平
方
㍍
、
使
用
料
月
１
１

０
０
円
）
と
、
農
家
が
野
菜
づ
く
り
を
教
え
る
「
農
業
体
験
農
園
」

の
紹
介
。

消
費
者
が
地
元
の
野
菜
や
果
物
を
購
入
で
き
る
「
ね
り
マ
ル
シ
ェ
」。

区
内
に
２
０
０
カ
所
以
上
あ
る
直
売
所
、
Ｊ
Ａ
東
京
あ
お
ば
の
直
売

所
や
農
業
祭
。

都
市
農
業
を
支
え
る
農
家
が
教
え
て
農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
を
育
成
す

冊子「ねりまの農業」の中の一部。農産物や関わる人も紹介されている。 
https://www.city.nerima.tokyo.jp/kankomoyoshi/nogyo/tokei/sasshi/nerimanonougyou.
files/nerimanonougyou2021nihongo.pdf
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る
「
農
の
学
校
」
の
取
り
組
み
。

農
の
あ
る
風
景
を
保
全
・
育
成
す
る
取
り
組
み
と
し
て
の
「
農
の

風
景
育
成
地
区
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
高
松
地
区
（
一
丁
目
、二
丁
目

お
よ
び
三
丁
目
の
一
部
）、南
大
泉
地
区
（
三
丁
目
お
よ
び
四
丁
目
）。

練
馬
区
を
含
む
都
内
38
自
治
体
で
構
成
さ
れ
る
「
都
市
農
地
保
全

推
進
自
治
体
協
議
会
」（
練
馬
区
長
が
会
長
）
に
よ
る
都
市
農
地
の
保

練馬区内に多くある区民農園。多くの人が利用している

「農の風景育成地区」に指定されている練馬区高松にある区民
農園



54令和４年６月号　月刊NOSAI

全
活
動
。

区
内
の
小
学
校
で
の
、
給
食
で
の
地
産
地
消
と
農
業
体
験
な
ど
の

食
育
活
動
。

練
馬
区
の
野
菜
が
、
累
計
１
万
１
７
６
７
㌃
で
栽
培
さ
れ
る
キ
ャ

ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ダ
イ
コ
ン
、
枝
豆
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
を
は
じ
め
、
栽
培
品
目
と
作
付
面
積
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
品
目
は
２
６
８
９
㌃
で
栽
培
さ
れ
る
、
ブ
ル
ー
べ
リ
ー
、

柿
、
ミ
カ
ン
、
梅
、
ブ
ド
ウ
、
栗
、
キ
ウ
イ
な
ど
や
、
芝
、
植
木
や

花
類
な
ど
。

23
区
そ
れ
ぞ
れ
の
農
地
面
積
。
練
馬
区
の
農
地
面
積
の
推
移
、
主

要
作
物
の
作
付
推
移
、
区
内
の
土
地
利
用
比
率
、
農
作
物
の
販
売
形

態
、
農
家
戸
数
の
推
移
と
従
事
者
数
、
農
家
の
生
産
物
別
の
延
べ
戸

数
。年

間
の
作
物
の
カ
レ
ン
ダ
ー
。
イ
チ
ゴ
摘
み
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
摘

み
、
キ
ウ
イ
摘
み
や
、
収
穫
体
験
な
ど
年
間
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
。

練
馬
区
の
農
家
の
マ
ッ
プ
。

と
い
っ
た
内
容
だ
。
多
彩
で
細
や
か
。

注
目
の
世
界
５
カ
国
と
の
都
市
農
業
サ
ミ
ッ
ト

冊
子
「
ね
り
ま
の
農
業
」
の
ほ
か
に
、
直
売
所
の
マ
ッ
プ
「
練
馬

区
・
農
産
物
ふ
れ
あ
い
ガ
イ
ド
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
農
産
物
直
売
所

が
Ｊ
Ａ
運
営
の
も
の
が
５
カ
所
、
農
家
が
直
接
販
売
す
る
も
の
が
１

練馬区には花を販売する直売所もある 
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０
５
カ
所
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
す
べ
て
の
住
所
と
栽
培
し
て
い
る
お

も
な
農
産
物
、
年
間
の
作
物
カ
レ
ン
ダ
ー
を
掲
載
。
裏
面
は
マ
ッ
プ

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
練
馬
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
。

掲
載
は
１
０
５
カ
所
だ
が
、
練
馬
区
内
に
は
２
７
５
カ
所
直
売
所

が
あ
る
（
令
和
２
年
度
農
業
経
営
実
態
調
査
）。

ま
た
、
練
馬
区
内
の
農
産
物
直
売
所
や
練
馬
産
農
産
物
を
使
用
し

て
い
る
店
を
調
べ
ら
れ
る
ア
プ
リ
「
と
れ
た
て
ね
り
ま
」
が
配
信
さ

れ
て
い
る
。
直
売
所
や
店
の
販
売
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
旬
の

情
報
が
紹
介
さ
れ
る
。

「
農
家
さ
ん
が
自
分
で
ア
ッ
プ
し
た
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
々
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
用
意
し
て
、
農
家
さ
ん
は
今
日
販
売

し
て
い
る
農
産
物
と
か
を
紹
介
し
て
い
る
。
コ
ラ
ム
を
書
い
て
い
る

方
も
い
ま
す
。
農
家
さ
ん
の
人
柄
や
何
を
栽
培
し
て
売
っ
て
い
る
か

も
わ
か
り
ま
す
。
ア
プ
リ
に
は
、
80
軒
以
上
の
農
家
さ
ん
が
登
録
し

て
い
ま
す
。

地
産
地
消
を
推
進
す
る
上
で
、
練
馬
の
農
産
物
を
使
っ
て
く
だ
さ

る
飲
食
店
、
洋
菓
子
屋
さ
ん
、
和
菓
子
屋
さ
ん
、
障
害
者
事
業
所
な

ど
に
も
登
録
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
洋
菓
子
の
ケ
ー
キ
、
イ
タ

リ
ア
ン
の
店
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
登
録
は
56
軒
で
す
。

我
々
も
人
柄
が
わ
か
り
ま
す
し
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
直
売
所
巡
り

や
地
元
の
農
業
に
触
れ
て
も
ら
え
る
。
農
家
さ
ん
と
地
域
を
繋
ぐ

ツ
ー
ル
で
す
」（
練
馬
区
都
市
農
業
課
）

練
馬
区
の
農
業
で
注
目
は
、
２
０
１
９
年
11
月
29
日
か
ら
12
月
１

日
に
開
催
さ
れ
た
「
世
界
都
市
農
業
サ
ミ
ッ
ト
」
だ
。
世
界
の
都
市

で
も
農
業
に
触
れ
る
環
境
が
作
ら
れ
て
い
る
。そ
こ
で
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、
ロ
ン
ド
ン
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
ソ
ウ
ル
、
ト
ロ
ン
ト
と
連
携
し
て

の
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

「
練
馬
区
の
農
業
を
世
界
に
発
信
で
き
な
い
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

取
り
組
み
の
違
い
を
知
る
こ
と
で
、
今
の
練
馬
区
の
位
置
が
わ
か
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
練
馬
区
で

代
々
農
業
を
行
っ
て
き
た
農
業
者
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い

て
、
練
馬
区
区
役
所
内
で
い
ろ
ん
な
部
署
が
関
わ
っ
て
オ
ー
ル
練
馬

区
で
行
い
ま
し
た
。
文
化
・
芸
術
の
部
署
に
も
入
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。『
世
界
都
市
農
業
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
』
が
平
成
29
年
に
で
き

ま
し
た
。
職
員
と
実
行
委
員
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
現
地
を
訪
問

も
し
ま
し
た
」（
練
馬
区
都
市
農
業
課
）

さ
ら
に
は
都
を
は
じ
め
農
林
水
産
省
、
外
務
省
、
国
土
交
通
省
、

各
国
の
大
使
館
な
ど
、
多
く
の
後
援
、
協
賛
が
つ
い
て
実
施
さ
れ
た
。
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農
業
は
生
活
の
充
実
と
精
神
衛
生
上
も
必
要

サ
ミ
ッ
ト
の
３
日
間
に
は
、
５
カ
国
か
ら
各
国
３
名
ず
つ
の
代
表

者
が
来
日
。
現
場
も
体
験
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
開
催
さ
れ

２
万
５
千
人
が
参
加
し
た
。

11
月
29
日
は
、
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
「W

orld JA
ZZ

」（
練
馬
文
化

セ
ン
タ
ー
）
が
開
催
。

11
月
30
日
は
、
国
際
会
議
（
分
科
会
）
が
行
わ
れ
、「
都
市
に
お
け

る
農
産
物
生
産
と
販
売
に
つ
い
て
考
え
る
」「
都
市
の
農
業
を
活
か
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」「 

都
市
に
お
け
る
農
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
」
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
。 

ま
た
区
内
農
地
で
の
「
練
馬

大
根
引
っ
こ
抜
き
競
技
大
会
」
を
開
催
。 

12
月
１
日
は
国
際
会
議（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）で
、各
国
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
「
都
市
農
業
の
未
来
を
語
る　

私
た
ち
の
く
ら
し
と
社
会
を

い
か
に
豊
か
に
で
き
る
か
」（
練
馬
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

な
ど
が
実
施
さ

れ
た
。

ま
た
農
家
に
よ
る
マ
ル
シ
ェ
や
、
各
国
の
料
理
の
提
供
な
ど
、
区

を
挙
げ
て
の
食
と
農
の
催
し
が
開
か
れ
た
。

各
国
の
取
り
組
み
報
告
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、「
グ
リ
ー
ン
サ
ム
」
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
農
園
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
１
９
７
０
年
代
の
市
の
財
政
危

機
の
際
に
放
棄
さ
れ
た
敷
地
を
、
市
民
が
安
全
で
清
ら
か
な
場
所

に
す
る
た
め
に
農
園
を
つ
く
り
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
。
市
内
に

は
約
５
５
０
の
農
園
が
あ
り
、
市
は
資
材
の
提
供
な
ど
を
行
い
、

管
理
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
っ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
園
で

は
、
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
利
用
者
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン

ロ
ン
ド
ン
で
は
、
２
０
０
６
年
に
食
糧
戦
略
を
策
定
。
農
産
物

の
栽
培
を
通
じ
て
、
雇
用
確
保
や
健
康
の
増
進
、
多
様
な
人
種
間

の
理
解
の
促
進
、犯
罪
率
の
低
減
な
ど
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、

市
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
実
践
的
お
よ
び
経
済
的
支
援
を
提
供
し

て
、
市
民
の
食
糧
栽
培
と
土
地
の
取
得
を
援
助
す
る
「
キ
ャ
ピ
タ

ル
・
グ
ロ
ウ
ス
」
と
い
う
取
組
で
は
、
２
０
１
２
年
の
ロ
ン
ド
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
２
０
１
２
カ
所
の

農
園
開
設
を
目
指
し
た
。
現
在
で
は
、
そ
の
数
約
２
７
０
０
カ
所
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ま
で
増
え
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ

急
激
な
経
済
成
長
を
続
け
る
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
は
、
開
発
に
よ
り

水
田
が
激
減
し
、
気
候
変
動
や
洪
水
の
多
発
な
ど
深
刻
な
問
題
を

抱
え
て
い
る
。
市
街
地
の
路
地
で
は
ポ
ッ
ト
栽
培
が
盛
ん
。
環
境

問
題
に
負
け
な
い
強
靭
な
都
市
に
す
る
た
め
、
緑
や
農
地
を
創
出

す
る
こ
と
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
目
標
の
一
つ
。

カ
ナ
ダ
・
ト
ロ
ン
ト

ト
ロ
ン
ト
は
海
外
か
ら
の
移
民
の
割
合
が
市
民
の
約
半
数
と
い

う
多
民
族
で
構
成
さ
れ
て
い
る
都
市
。
移
民
の
中
に
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
溶
け
込
む
き
っ
か
け
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
い

る
。
ト
ロ
ン
ト
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ァ
ー
ム
は
利
用
者
の
交
流
を

通
じ
て
移
民
の
孤
立
を
防
い
だ
り
、
異
文
化
の
理
解
促
進
に
つ
な

げ
る
ね
ら
い
が
あ
る
。

韓
国
・
ソ
ウ
ル

韓
国
は
日
本
よ
り
４
年
早
く
都
市
農
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律

を
制
定
。
ソ
ウ
ル
に
お
け
る
都
市
農
業
は
、
市
民
が
屋
上
や
裏
庭

等
を
活
用
し
た
園
芸
活
動
や
週
末
に
郊
外
に
あ
る
市
民
農
園
で
行

う
活
動
が
中
心
。
ま
た
、
２
０
１
２
年
か
ら
農
地
ツ
ア
ー
や
事
例

発
表
等
で
構
成
さ
れ
る
『
ソ
ウ
ル
都
市
農
業
万
博
』
を
開
催
。

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

「
海
外
で
は
住
民
主
導
で
行
政
と
連
携
し
て
作
っ
て
い
く
の
が
特

徴
。
農
地
は
あ
る
が
農
家
は
い
な
い
。
練
馬
区
の
よ
う
に
農
家
が
野

菜
づ
く
り
を
指
導
す
る
の
は
な
い
。
た
だ
各
国
と
も
、
都
市
の
農
業

は
生
活
の
充
実
、
精
神
衛
生
に
も
必
要
と
い
う
の
は
共
通
す
る
こ
と
。

そ
の
メ
リ
ッ
ト
と
都
市
の
農
業
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
で
き
た
。
今

回
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
令
和
５
年
11
月
に
（
仮
称
）
全
国
都
市
農

業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
」（
練
馬
区
都
市
農

業
課
）

素
晴
ら
し
い
国
際
的
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
を
育
成
す
る 

　
　
　
　
　
　
「
農
の
学
校
」
を
設
立
・
運
営

練
馬
区
で
は
平
成
27
年
に
、
農
家
の
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

を
目
指
し
「
農
の
学
校
」（
練
馬
区
高
松
一
丁
目
）
を
設
立
し
た
。
地

下
鉄
大
江
戸
線
練
馬
春
日
町
駅
か
ら
徒
歩
10
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
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る
。
閑
静
な
と
こ
ろ
で
、
隣
接
し
て
区
民
農
園
が
あ
る
。

「
農
の
学
校
」
は
３
７
０
０
平
方
㍍
。
初
級
、
中
級
、
上
級
ま
で
が

あ
る
。
定
員
は
各
コ
ー
ス
15
名
。
も
ち
あ
が
り
に
な
っ
て
い
る
。
12

月
に
説
明
会
が
あ
り
、
区
報
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
募
集
。
年

間
20
日
間
程
度
の
講
習
が
あ
る
。
講
師
は
練
馬
区
の
農
家
。
受
講
料

は
年
間
１
万
円
。
初
級
コ
ー
ス
の
畑
、
中
級
コ
ー
ス
の
畑
と
ビ
ニ
ー

練馬区高松にある「練馬区　農の学校」 

講義の模様。上級コースの参加者。さまざまな職種の人が参加
している
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ル
ハ
ウ
ス
、
上
級
コ
ー
ス
の
畑
、
農
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス（
区
民

に
農
を
体
験
し
て
も
ら
う
。
年
２
回
募
集
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
レ

ジ
ャ
ー
コ
ー
ス
）の
畑
の
４
区
画
が
あ
る
。
座
学
の
た
め
の
研
修
室
、

野
菜
づ
く
り
に
必
要
な
道
具
類
も
用
意
し
て
あ
る
。

「
農
家
の
人
手
不
足
、
後
継
者
不
足
が
あ
る
な
か
で
、
一
般
区
民
で

農
業
に
関
わ
り
た
い
人
が
多
く
い
ま
す
。
そ
こ
で
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成
の
学
校
を
作
り
ま
し
た
」（
練
馬
区
都
市
農
業
課
）

農
の
学
校
は
募
集
に
対
し
て
３
・
５
倍
の
人
気
。
こ
れ
ま
で
１
１

２
名
が
修
了
し
、
農
家
の
援
農
を
し
て
い
る
人
が
多
く
い
る
。
受
講

期
間
は
３
～
12
月
。
練
馬
区
で
生
産
さ
れ
て
い
る
野
菜
を
育
て
、
農

作
業
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
。

初
級
コ
ー
ス
の
修
了
後
、練
馬
区
よ
り
「
ね
り
ま
農
サ
ポ
ー
タ
ー
」

の
認
定
を
受
け
る
。
さ
ら
に
技
術
を
磨
く
た
め
に
中
級
、
上
級
と
進

む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
ね
り
ま
農
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
認
定
を
受
け
る
と
、ア
ン
ケ
ー
ト
へ

の
回
答
で
援
農
が
で
き
る
時
間
や
希
望
な
ど
を
だ
し
て
も
ら
い
、
事

務
局
が
農
家
と
の
間
に
入
り
引
き
合
わ
せ
、
農
業
者
と
サ
ポ
ー
タ
ー

が
同
意
す
れ
ば
、
援
農
活
動
が
始
ま
る
。

実
際
、
卒
業
生
か
ら
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
践
者
が
多
く
生
ま

れ
て
い
る
。
種
ま
き
、
植
え
付
け
、
授
粉
・
除
草
・
摘
果
作
業
、
肥

培
管
理
、
出
荷
調
整
、
収
穫
袋
詰
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
、
な
ど
な
ど
だ
。

練
馬
区
で
は
、
農
家
が
野
菜
を
直
接
消
費
者
に
販
売
す
る
マ
ル

シ
ェ
も
盛
ん
だ
。

「
マ
ル
シ
ェ
を
通
し
て
区
民
の
皆
さ
ん
に
は
新
鮮
な
農
産
物
、農
家

さ
ん
、
農
業
を
知
っ
て
ほ
し
い
。マ
ル
シ
ェ
に
は
２
種
類
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
は
農
業
者
さ
ん
で
構
成
さ
れ
る
実
行
委
員
会
と
我
々
が
協
力

し
て
年
１
回
秋
に
、
駅
前
文
化
セ
ン
タ
ー
前
で
行
う
も
の
。
ひ
と
つ

「農の学校」の紹介パンフレット
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は
農
家
さ
ん
が
主
体
で
や
る
も
の
。
月
１
回
行
う
と
こ
ろ
、
年
１
回

行
う
と
こ
ろ
と
ま
ち
ま
ち
で
す
。

好
評
な
の
が
、
２
０
２
１
年
か
ら
始
め
た
区
役
所
の
１
階
広
場
で

の
農
業
者
さ
ん
に
よ
る
マ
ル
シ
ェ
。
区
役
所
に
手
続
き
に
き
た
人
に
、

今
ま
で
練
馬
区
の
農
業
を
知
ら
な
か
っ
た
人
に
、
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
、

区
役
所
内
で
触
れ
あ
い
が
で
き
、
美
味
し
い
野
菜
に
出
会
え
る
。
自

分
の
住
ま
い
の
近
く
に
直
売
所
が
あ
る
。
農
地
・
農
家
さ
ん
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
。
農
家
さ
ん
に
も
好
評
で
、
評
判
が
い
い
で

す
」（
都
市
農
業
課
）

東
京
都
は
、
農
の
あ
る
風
景
を
維
持
し
て
い
く
「
農
の
風
景
育
成

地
区
制
度
」
を
平
成
23
年
に
創
設
。

練
馬
区
に
は
、
高
松
一
・
二
・
三
丁
目
農
の
風
景
育
成
地
区
（
平

成
27
年
６
月
１
日
指
定
）、
南
大
泉
三
・
四
丁
目
農
の
風
景
育
成
地
区

（
令
和
元
年
12
月
20
日
指
定
）の
２
カ
所
が
あ
る
。
こ
の
地
区
で
は
風

景
を
生
か
し
た
ツ
ア
ー
が
試
み
ら
れ
、
こ
れ
が
人
気
と
な
っ
て
い
る
。

「
２
０
２
１
年
、南
大
泉
で
地
域
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
体
験
農
園
を
さ
れ
て
い
る
加
藤
義
松
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
区

と
連
携
し
、
地
域
の
総
意
と
し
て
の
『
南
大
泉w

ith

農
フ
ェ
ス
タ
』

で
す
。
そ
れ
と
は
別
に
、
練
馬
区
の
観
光
セ
ン
タ
ー
と
『
農
の
魅
力

を
再
発
見
！　

ね
り
ま
観
光
ツ
ア
ー　

農
の
恵
み
と
風
景
を
巡
る
』

を
開
催
し
ま
し
た
。
７
月
に
南
大
泉
で
行
い
好
評
。
11
月
に
高
松
で

行
い
ま
し
た
」（
都
市
農
業
課
）

観
光
ツ
ア
ー
は
定
員
15
名
。
参
加
費
２
千
円
で
、
農
家
で
収
穫
体

験
や
農
業
の
話
を
聞
く
と
い
う
も
の
。
計
４
回
実
施
さ
れ
、
定
員
を

上
回
る
応
募
が
あ
っ
た
。

「
南
大
泉w

ith

農
フ
ェ
ス
タ
」
は
、
11
月
27
、
28
日
に
実
施
さ
れ
、

収
穫
体
験
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
出
る
マ
ル
シ
ェ
、
農
の
風
景
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
、
こ
ど
も
の
農
の
風
景
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、

延
べ
８
千
名
近
く
が
参
加
し
ま
し
た
。

農
家
で
果
樹
の
摘
み
取
り
が
で
き
る
「
練
馬
果
樹
あ
る
フ
ァ
ー
ム
」

も
区
を
あ
げ
て
推
進
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
も
詳
細
な
ガ
イ
ド
が
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
。

練
馬
区
の
農
と
食
、
農
家
と
区
民
の
連
携
ぶ
り
は
す
っ
か
り
地
域

に
溶
け
込
ん
で
い
る
。

（
以
下
次
号
）


